
〒

・海上輸送の利用による環境負荷の軽減 ■

・広域的なリサイクル施設立地の拠点化と海上輸送の利用による □

  リサイクルコストの低減 ■

□

・リサイクルポートとは

・酒田港で取扱っている循環資源

<輸出>　石炭灰、金属くず、廃プラスチック、中古自動車部品　など

<輸入>　バイオマス燃料　など

<移出>　石炭灰、金属くず、廃土砂　など＜移入＞　石炭灰、鉄鋼スラグ　など

やまがた環境展2026 出展票

展示No 出展者名 出展分野

（山形県）
酒田リサイクルポート推進協議会 廃棄物処理・リサイクル

所在地 990-8570

山形県山形市松波二丁目８番１号

連絡先  URL　：

部署名 山形県　県土整備部　港湾課  ＴEL　： 023-630-2628

担当名 港湾整備振興担当  FAX　： 023-630-2664

学生・子供

ビジネス層

<< 出展内容 >>

環境に配慮しているポイント 対象者

一般層

内　　容

　リサイクルポート（総合静脈物流拠点港）とは、サステナブルな循環型社会の構築を
目指して、リサイクル施設の広域的立地に対応した静脈物流※１ネットワークの拠点とな
る港湾のことを言います。
　リサイクルポートは、狭い地域内で循環利用できない廃棄物や副産物等を広域的に流
動させることにより、サステナブルな利用を進めるための静脈物流拠点港湾であり、同
時に小エネルギー消費、CO2排出削減等、環境負荷の小さい海上輸送へのモーダルシフト
※２を目指しています。

※1静脈物流…人の血管
に例えて、動脈物流で
ある製品系の輸送に対
し、生産や消費活動で
排出したものの輸送を
このように表現してい
ます。
※2モーダルシフト…ト
ラック等の自動車で行
われている貨物輸送を
環境負荷の小さい鉄道
や船舶の利用へと転換
することをいいます。

酒田港リサイクルポートの活動、取組み

・酒田港は平成15年4月に国のリサイクルポートに指定され、令和８年現在、全国で22港
がリサイクルポートの指定を受けています。

ごみゼロくん


